
様式2 令和４年度　学校運営協議会（コミュニティ・スクールくさつ）の実施報告および議事概要

４、議題および主な意見 第１回学校運営協議会 第２回学校運営協議会 第３回学校運営協議会 第４回学校運営協議会

基本
理念

市
重点

学校
重点

学校運営基本方針の承認について 基本施策番号（　９ 　） 基本施策番号（　１０ 　） 学校評価について

○ 3 道徳教育・人権教育の推進
議題
　　　　　　　　読書活動の推進

議題
　基礎学力向上のための取組の充実

○ 4 いじめを根絶する取組の推進

○ 5 健やかな体づくりの推進

6
社会性や豊かな情操育てる教
育の推進

7 インクルーシブ教育の推進

◎ 8 ＩＣＴを活用した教育の推進

9 読書活動の推進

○ 10
基礎学力向上のための取組の
充実

基本施策番号（　4　） 基本施策番号（　６　） 基本施策番号（　１１　）

◎ 11 英語教育の推進
議題
　子どもたちの望ましい交友関係

議題
　社会性や豊かな情操育てる教育の推進

議題
　英語教育の推進

○ ○ 12 教職員研修・研究活動の充実

13
教職経験に応じた人材育成の
推進

14 教職員の健康管理と働き方改
革の推進

◎ ○ 15
地域の活力を生かした特色あ
る学校経営の推進

16 教職員の指導体制・学校支援
体制の充実

○ 17 配慮を要する子どもへの支援
体制の充実

成果および課題

　就学前・小学校・中学校での円滑な接続
や、地域・家庭・学校の連携を密にしてい
くことを共通理解した。

　生徒の活動を実際に参観することで、本
校生徒の現状把握をしていただくことがで
きた。また、日常の活動が、コロナ前の状
況に戻った時の危惧されることについて
貴重な意見をいただいた。
　給食を試食することで、生徒の栄養の摂
取状況を確認できた。

　校内の掲示物を閲覧していただくことで、各学年
の様々な取組の様子を知っていただけた。
　スマートフォンを生徒に持たせていない状況下で
の校外における安否確認の構築など、学校だけで
は難しい課題の提示があった。
　その他、不登校生徒の校外での組織等の情報共
有がなされた。

・今年度は「合唱コンクール」を鑑賞する機会や、掲
示物を見る機会が設けられたことで、生徒の実際の
姿をもとに協議会での意見交流が活発になった。具
体的な活動を見学することで、学校方針が円滑に
運営に移されているか、また、学校の教育方針の
重点を確認できた。
・次年度以降、生徒の学習する姿を参観する機会
を提供していく。

主な意見
・合唱本番の様子を見て、一生懸命練習したことが
伝わってきた。
・１学級の人数が少ない中で、大きな声が出てい
て、歌声が体育館に響いていた。
・普段の生活の中で、「静かにする」ことを強要して
いる。「大きな声を出してよい」生活に戻った時、集
団生活を身に着けさせる一環としてどのようにメリ
ハリを生徒に付けさせるかが今後の課題になる。

主な意見
・小学校ではＡＬＴによるネイティブの英語や、
会話を楽しむなど、英語に慣れ親しむことに
重点をおいて活動している。
・英語教育は草津市の重点施策にもなってい
る。今後も小中とも、ＡＬＴやＩＣＴなどの機器を
活用しながら、子どもが楽しむような授業の工
夫を今後も図っていきたい。

４学校経営の充実

主な意見
・「生徒アンケート」において、「いじめはど
んな理由があってもいけないことだと思う」
の肯定的回答が約97%であることは、これ
までの新堂中学校が人権を大切にした
り、道徳教育に力を入れたりしている成果
が表れているものと思われる。
・英語教育については、今後も小学校との
連携を図り、英語が好きになる取組を進
めてもらいたい。また、英語検定を進めて
いくことで、生徒のやる気を引き出すきっ
かけになるのではないか。
・合唱コンクールの様子や美しい掲示物を
通しての環境づくり等、豊かな情操教育は
一定の成果が上がっているのではと感じ
た。

概要
　生徒にどのようにして読書の習慣をつけ
ていくか、様々な意見が交換された。

概要
　基礎学力向上のために、学校としてどの
ように取り組んでいくか、家庭での支援を
どのようにするか

主な意見
・学校における読書活動を進めるために、本
校図書館教育担当と市が外部委託している
図書館司書と連携しながら書籍の購入や図
書室の運営等について話し合っている。
・最近はスマホの使用によって、本を読む機
会や時間が減りつつあるが、更に読書に関す
る取組を推進してほしい。

主な意見
・学校においては、「わくわく新堂教室」という
時間を年に数回設けて上級生が下級生に勉
強を教えている。この取組は、生徒の学力向
上だけでなく、異年齢集団のつながりにも効
果を上げていると思われる。
・家庭では、子どもにスマートフォンの使用時
間を抑えながら家庭学習の時間を確保するよ
う伝えている。

２確かな学力の育成

３教職員の指導力
の向上

現状の姿
　授業では、少人数での話し合い活動などで活発に
発言する姿や相手の考えを尊重する姿も見られ
る。しかし、自分の思いを相手に伝えることが苦手
であったり、コミュニケーションをとることが不十分で
トラブルにつながったりする場合もある。トラブルや
課題を自分たちで解決する力や他者の考えを想像
する力を育てていく必要がある。

概要
　合唱コンクールを参観した後、それまで
の取組や仲間づくり等について様々な意
見が交換された。

概要
　小中を通して「英語が好き」という生徒を
増やすため、どのような取組が考えられる
か。

主な意見
　令和４年度は、学校キーワードを「育て
よう！　伝える力と聴く力」としコミュニケー
ション能力の育成に注力していくこと等に
ついて学校から説明した。また、各教科で
の話し合い活動を充実させ、また、継続し
て取り組んでいる人権教育や道徳教育の
推進についても説明した。コロナ禍で他者
との交流が制限されている背景もあり、人
や地域とのつながりを大切に学校教育を
推進していくことについて承認を得た。

主な意見
・人は自分の考えや思いを出して、他者と意見をぶ
つけ合いながら成長していく部分がある。
・最近の子どもは、基本的には素直に大人の言うこ
とを聞くのではと感じている。
・小学校では、登下校時にマスクをはずすように指
導をするが、なかなかはずそうとはしない。他と違う
言動をとることに抵抗を感じているのではないか。
自己肯定感を認識できるような支援が必要。

施策の基本方向・項目 基本施策
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